
(57)【要約】

【課題】高精度、かつ高速な微細形状に加工を行う部品

加工装置及び方法を提供する。

【解決手段】被加工物１５を所定位置へ移動し、工具ユ

ニット２５の上下移動範囲に調整する。θ軸モータ４に

より超硬ドリル２１を回転させ、第１，第２電極接続部

７，１３間に電圧を印加して、Ｚ軸モータ８により超硬

ドリル２１先端を被加工物１５の所定距離に近付ける。

超硬ドリル２１と被加工物１５間に生じた放電で放電加

工する。放電加工により超硬ドリル２１と被加工物１５

間の距離が変わるので、再度Ｚ軸モータ８を駆動し放電

発生距離まで超硬ドリル２１を移動する。これを繰り返

し放電加工を行う。放電加工の終了後、印加電圧を止め

、θ軸モータ４を駆動し続けて、Ｚ軸モータ８を再度駆

動させ超硬ドリル２１を下降させ、先に放電加工により

加工した穴を下穴としてドリル加工を行う。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
導 電 体 ド リ ル と 、 前 記 導 電 体 ド リ ル を 回 転 可 能 に 配 設 さ れ た 回 転 駆 動 手 段 と 、 前 記 回 転 駆
動 手 段 の 回 転 駆 動 を 伝 達 す る 回 転 伝 達 手 段 と 、 前 記 導 電 体 ド リ ル を 回 転 可 能 に 保 持 す る 導
電 体 保 持 手 段 と 、 前 記 導 電 体 ド リ ル を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 に 配 設 さ れ た 上 下 駆 動 手 段 と を
有 す る 部 品 加 工 装 置 で あ っ て 、
前 記 部 品 加 工 装 置 に よ り 加 工 す る 被 加 工 部 品 を 保 持 す る 被 加 工 部 品 保 持 手 段 、 及 び 前 記 導
電 体 ド リ ル に 電 極 接 続 手 段 を 備 え 、
前 記 電 極 接 続 手 段 に よ り 前 記 被 加 工 部 品 保 持 手 段 と 前 記 導 電 体 ド リ ル 間 の 印 加 電 圧 の 放 電
に よ っ て 、 前 記 被 加 工 部 品 の 放 電 加 工 を 行 い 、 さ ら に 、 前 記 放 電 加 工 の 停 止 後 に 前 記 加 工
し た 穴 を 下 穴 と し て 前 記 導 電 体 ド リ ル に よ っ て ド リ ル 加 工 を 行 い 、 前 記 被 加 工 部 品 を 複 合
加 工 す る 制 御 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 部 品 加 工 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
回 転 駆 動 手 段 か ら 回 転 伝 達 手 段 を 介 し た 伝 達 に よ り 回 転 駆 動 さ れ 、 導 電 体 保 持 手 段 に よ り
保 持 さ れ た 導 電 体 ド リ ル を 、 被 加 工 部 品 保 持 手 段 に 保 持 さ れ た 被 加 工 部 品 の 上 下 方 向 に お
け る 所 定 の 距 離 ま で 上 下 駆 動 手 段 に よ り 移 動 し て 、 前 記 導 電 体 ド リ ル と 前 記 被 加 工 部 品 保
持 手 段 と の 間 に 設 け た 電 極 接 続 手 段 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 放 電 加 工 を 行 う 行 程 と 、 前
記 放 電 加 工 に よ り 生 じ た 前 記 被 加 工 部 品 と 前 記 導 電 体 ド リ ル 間 の 上 下 方 向 に お け る 所 定 距
離 の 変 化 に 応 じ て 、 再 度 放 電 加 工 す る 所 定 距 離 ま で 前 記 上 下 駆 動 手 段 に よ り 前 記 導 電 体 ド
リ ル を 移 動 し 、 前 記 放 電 加 工 を 繰 り 返 す 行 程 と 、 前 記 放 電 加 工 の 停 止 後 に 、 前 記 放 電 加 工
に よ り 加 工 し た 穴 を 下 穴 と し 前 記 導 電 体 ド リ ル に よ っ て ド リ ル 加 工 を 行 う 行 程 と を 有 し 、
前 記 被 加 工 部 品 を 複 合 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 部 品 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 部 品 を 微 細 形 状 に 加 工 す る 部 品 加 工 装 置 及 び 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の 種 の 部 品 加 工 装 置 は 、 図 ３ の 斜 視 図 に 示 し た よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に お
い て 、 １ は 放 電 ロ ッ ド 、 ２ は プ ー リ ー 、 ３ は ベ ル ト 、 ４ は θ 軸 モ ー タ 、 ５ は Ｖ 型 軸 受 、 ６
は 鋼 球 、 ７ は 第 １ 電 極 接 続 部 、 ８ は Ｚ 軸 モ ー タ 、 ９ は Ｚ 軸 ガ イ ド 、 １ ０ は 本 体 ベ ー ス 、 １
１ は Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ 、 １ ２ は 加 工 槽 、 １ ３ は 第 ２ 電 極 接 続 部 、 １ ４ は 被 加 工 物 保 持 部 、 １
５ は 被 加 工 物 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 放 電 ロ ッ ド １ の 中 央 付 近 、 及 び 、 θ 軸 モ ー タ ４ の 出 力 軸 に プ ー リ ー ２
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 θ 軸 モ ー タ ４ の 回 転 駆 動 が 放 電 ロ ッ ド １ に 伝 わ る よ う に ベ ル ト ３
で 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 放 電 ロ ッ ド １ は 、 Ｖ 型 軸 受 ５ で 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 放
電 ロ ッ ド １ の 上 方 に は 鋼 球 ６ を 介 し て 第 １ 電 極 接 続 部 ７ が 配 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｚ 軸
モ ー タ ８ を 駆 動 さ せ る こ と に よ り 、 放 電 ロ ッ ド １ ， プ ー リ ー ２ ， ベ ル ト ３ ， θ 軸 モ ー タ ４
， Ｖ 型 軸 受 ５ ， 鋼 球 ６ ， 第 １ 電 極 接 続 部 ７ が 、 Ｚ 軸 ガ イ ド ９ に 沿 っ て 上 下 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 本 体 ベ ー ス １ ０ に は 、 Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ
１ １ 上 に は 、 加 工 槽 １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 加 工 漕 １ ２ の 中 に は 、 被 加 工 物
保 持 部 １ ４ 、 及 び 第 ２ 電 極 接 続 部 １ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 被 加 工 物 保 持 部 １ ４ に 被 加 工 物
１ ５ を 取 り 付 け て 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ４ は 部 品 加 工 装 置 に お け る 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ３ を 参 照 し な が ら
図 ４ の 部 品 加 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 被 加 工 物 １ ５ が 被 加 工 物 保 持 部 １ ４ に よ り
取 り 付 け ら れ た 加 工 槽 １ ２ を Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ に 取 り 付 け （ Ｓ １ ） 、 Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １
１ を 所 定 の 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 θ 軸 モ ー タ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 放 電 ロ ッ ド １ を 回
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転 さ せ 、 そ の 状 態 で 第 １ 電 極 接 続 部 ７ と 第 ２ 電 極 接 続 部 １ ３ に 電 圧 を 印 加 す る （ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 Ｚ 軸 モ ー タ ９ を 回 転 さ せ 、 放 電 ロ ッ ド １ の 先 端 が 被 加 工 物 １ ５ に 対 し 所 定 の 距 離
に な る ま で 近 付 け る （ Ｓ ３ ） 。 す る と 、 放 電 ロ ッ ド １ と 被 加 工 物 １ ５ の 間 で 放 電 が 生 じ 、
被 加 工 物 １ ５ が 放 電 加 工 さ れ る （ Ｓ ４ ） 。 こ の 時 、 Ｚ 軸 モ ー タ ９ は 、 一 旦 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
被 加 工 物 １ ５ が 放 電 加 工 さ れ る こ と に よ り 、 放 電 ロ ッ ド １ と 被 加 工 物 １ ５ と の 距 離 が 変 わ
る の で 、 再 度 、 Ｚ 軸 モ ー タ ９ を 駆 動 し て 、 放 電 が 発 生 す る 距 離 ま で 放 電 ロ ッ ド １ を 移 動 さ
せ て 加 工 を 行 う （ Ｓ ５ ） 。 こ れ を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 被 加 工 物 １ ５ の 加 工 を 行 う （ Ｓ ６
） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る よ う な 、 細 い 中 空 パ イ プ 電 極 を 被 加 工 体 に 対 向 し た 間 隙 に
、 加 工 液 を 噴 流 供 給 し パ ル ス 放 電 に よ っ て 穴 明 け 加 工 す る 際 に 、 被 加 工 体 の 加 工 部 分 の 周
り を 囲 む 液 溜 を 設 け て 、 こ の 液 溜 に 加 工 液 を 溜 め な が ら 放 電 加 工 し す る こ と で 、 常 に 一 定
の 加 工 液 を 介 在 さ せ て 、 パ イ プ 電 極 の 側 面 と で 発 生 す る 気 中 放 電 等 を 防 止 す る 細 穴 放 電 加
工 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ０ ０ ０ ７ ２ ３ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 の 部 品 加 工 装 置 及 び 方 法 は 、 放 電 加 工 に よ り 穴 の 加 工 を 行
う 場 合 、 こ の 加 工 時 間 を 長 く 必 要 と す る 。 さ ら に は 、 こ の 穴 の 加 工 を ド リ ル 加 工 の み に よ
り 行 う 場 合 、 ド リ ル の 先 端 が 振 れ て し ま う こ と か ら 、 高 精 度 な 加 工 は 困 難 で あ る と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 技 術 の 問 題 を 解 決 す る こ と に 指 向 す る も の で あ り 、 高 精 度 、 か つ 高 速
な 微 細 形 状 に 加 工 を 行 う 部 品 加 工 装 置 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 部 品 加 工 装 置 及 び 方 法 に お け る 部 品 加 工 装 置 は
、 導 電 体 ド リ ル と 、 導 電 体 ド リ ル を 回 転 可 能 に 配 設 さ れ た 回 転 駆 動 手 段 と 、 回 転 駆 動 手 段
の 回 転 駆 動 を 伝 達 す る 回 転 伝 達 手 段 と 、 導 電 体 ド リ ル を 回 転 可 能 に 保 持 す る 導 電 体 保 持 手
段 と 、 導 電 体 ド リ ル を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 に 配 設 さ れ た 上 下 駆 動 手 段 と を 有 す る 部 品 加 工
装 置 で あ っ て 、 部 品 加 工 装 置 に よ り 加 工 す る 被 加 工 部 品 を 保 持 す る 被 加 工 部 品 保 持 手 段 、
及 び 導 電 体 ド リ ル に 電 極 接 続 手 段 を 備 え 、 電 極 接 続 手 段 に よ り 被 加 工 部 品 保 持 手 段 と 導 電
体 ド リ ル 間 の 印 加 電 圧 の 放 電 に よ っ て 、 被 加 工 部 品 の 放 電 加 工 を 行 い 、 さ ら に 、 放 電 加 工
の 停 止 後 に 加 工 し た 穴 を 下 穴 と し て 導 電 体 ド リ ル に よ っ て ド リ ル 加 工 を 行 い 、 被 加 工 部 品
を 複 合 加 工 す る 制 御 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 部 品 加 工 方 法 は 、 回 転 駆 動 手 段 か ら 回 転 伝 達 手 段 を 介 し た 伝 達 に よ り 回 転 駆 動 さ れ
、 導 電 体 保 持 手 段 に よ り 保 持 さ れ た 導 電 体 ド リ ル を 、 被 加 工 部 品 保 持 手 段 に 保 持 さ れ た 被
加 工 部 品 の 上 下 方 向 に お け る 所 定 の 距 離 ま で 上 下 駆 動 手 段 に よ り 移 動 し て 、 導 電 体 ド リ ル
と 被 加 工 部 品 保 持 手 段 と の 間 に 設 け た 電 極 接 続 手 段 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 放 電 加 工 を
行 う 行 程 と 、 放 電 加 工 に よ り 生 じ た 被 加 工 部 品 と 導 電 体 ド リ ル 間 の 上 下 方 向 に お け る 所 定
距 離 の 変 化 に 応 じ て 、 再 度 放 電 加 工 す る 所 定 距 離 ま で 上 下 駆 動 手 段 に よ り 導 電 体 ド リ ル を
移 動 し 、 放 電 加 工 を 繰 り 返 す 行 程 と 、 放 電 加 工 の 停 止 後 に 、 放 電 加 工 に よ り 加 工 し た 穴 を
下 穴 と し 導 電 体 ド リ ル に よ っ て ド リ ル 加 工 を 行 う 行 程 と を 有 し 、 被 加 工 部 品 を 複 合 加 工 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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前 記 構 成 の 部 品 加 工 装 置 及 び 方 法 に よ れ ば 、 被 加 工 部 品 に 微 細 形 状 な 加 工 を 、 放 電 加 工 に
よ っ て 高 精 度 、 ド リ ル 加 工 に よ っ て 高 速 に 行 う 複 合 加 工 に よ り 高 精 度 、 か つ 高 速 な 部 品 の
加 工 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に お け る 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 加 工 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ こ で 、 前 記 従 来
例 を 示 す 図 ３ に お い て 説 明 し た 構 成 部 材 に 対 応 し 実 質 的 に 同 等 の 機 能 を 有 す る も の に は 同
一 の 符 号 を 付 し て こ れ を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 ２ は プ ー リ ー 、 ３ は ベ ル ト 、 ４ は θ 軸 モ ー タ 、 ５ は Ｖ 型 軸 受 、 ６ は 鋼 球 、
７ は 第 １ 電 極 接 続 部 、 ８ は Ｚ 軸 モ ー タ 、 １ １ は Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ 、 １ ２ は 加 工 槽 、 １ ３ は 第
２ 電 極 接 続 部 、 １ ４ は 被 加 工 物 保 持 部 、 １ ５ は 被 加 工 物 、 ２ １ は 超 硬 ド リ ル 、 ２ ２ は 偏 芯
カ ム 、 ２ ３ は ギ ヤ 、 ２ ４ は 工 具 ユ ニ ッ ト ベ ー ス 部 品 、 ２ ５ は 工 具 ユ ニ ッ ト 、 ２ ６ は シ ャ フ
ト 、 ２ ７ は リ ニ ア ブ ッ シ ュ 、 ２ ８ は 工 具 ユ ニ ッ ト 高 さ 調 節 ネ ジ 、 ３ ０ は 本 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 導 電 体 ド リ ル で あ る 超 硬 ド リ ル ２ １ の 中 央 付 近 、 及 び θ 軸 モ ー タ ４ の
出 力 軸 に プ ー リ ー ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 θ 軸 モ ー タ ４ の 回 転 駆 動 が 超 硬 ド リ ル ２ １ に
伝 わ る よ う に ベ ル ト ３ で 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 超 硬 ド リ ル ２ １ は 、 Ｖ 型 軸 受 ５ で 回 転 可
能 に 保 持 さ れ て い る 。 超 硬 ド リ ル ２ １ の 上 方 に は 鋼 球 ６ を 介 し て 第 １ 電 極 接 続 部 ７ が 配 設
さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 電 極 接 続 部 ７ に 接 す る 位 置 に 偏 芯 カ ム ２ ２ が 配 置 さ れ て お り 、
Ｚ 軸 モ ー タ ８ が 回 転 駆 動 す る こ と に よ り 、 ギ ヤ ２ ３ を 介 し て 偏 芯 カ ム ２ ２ が 回 転 す る 。 こ
の 偏 芯 カ ム ２ ２ が 回 転 す る こ と に よ り 、 超 硬 ド リ ル ２ １ が 上 下 移 動 す る 。 こ れ ら 各 部 に お
け る 加 工 動 作 の 制 御 は 、 例 え ば 、 制 御 手 段 と し て Ｃ Ｐ Ｕ （ 図 示 せ ず ） 等 に よ り 制 御 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
超 硬 ド リ ル ２ １ 、 プ ー リ ー ２ 、 ベ ル ト ３ 、 θ 軸 モ ー タ ４ 、 Ｖ 型 軸 受 ５ 、 鋼 球 ６ 、 第 １ 電 極
接 続 部 ７ 、 偏 芯 カ ム ２ ２ 、 ギ ヤ ２ ３ 、 Ｚ 軸 モ ー タ ８ は 全 て 工 具 ユ ニ ッ ト ベ ー ス 部 品 ２ ４ に
配 設 さ れ 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ と な っ て い る 。 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ に は 、 シ ャ フ ト ２ ６ が 取 り 付
け ら れ て お り 、 本 体 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る リ ニ ア ブ ッ シ ュ ２ ７ に 挿 入 す る こ と に よ り
、 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ の ガ イ ド と な る 。 さ ら に 、 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ に は 、 工 具 ユ ニ ッ ト の 高
さ 調 節 ネ ジ ２ ８ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ 全
体 を 上 下 移 動 さ せ る こ と が 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 本 体 ３ ０ に は 、 Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ が 配 置 さ れ て お り Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ 上 に は 、
加 工 槽 １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 加 工 漕 １ ２ の 中 に は 、 被 加 工 物 保 持 部 １ ４ 及
び 第 ２ 電 極 接 続 部 １ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 被 加 工 物 保 持 部 １ ４ に 被 加 工 物 １ ５ を 取 り 付 け
て 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 図 ２ は 本 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 加 工 装 置 を 用 い る 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 図 １ を 参 照 し な が ら 部 品 加 工 装 置 を 用 い て 部 品 加 工 を 行 う 加 工 方 法 に つ い て 説 明
す る 。 ま ず 、 被 加 工 物 １ ５ を Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ に 取 り 付 け 、 Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ １ １ を 所 定
の 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ の 高 さ 調 整 ネ ジ ２ ８ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 偏
芯 カ ム ２ ２ に よ り 上 下 移 動 可 能 な 範 囲 と な る よ う に 超 硬 ド リ ル ２ １ を 所 定 の 高 さ へ 移 動 さ
せ 、 工 具 ユ ニ ッ ト ２ ５ の 高 さ 調 整 を 行 う （ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
θ 軸 モ ー タ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 超 硬 ド リ ル ２ １ を 回 転 さ せ 、 そ の 状 態 に お い て 第
１ 電 極 接 続 部 ７ と 第 ２ 電 極 接 続 部 １ ３ に 電 圧 を 印 加 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 そ し て 、 Ｚ 軸 モ ー タ
８ を 回 転 さ せ 、 超 硬 ド リ ル ２ １ の 先 端 が 被 加 工 物 １ ５ に 対 し て 所 定 の 距 離 に な る ま で 近 付
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け る （ Ｓ １ ３ ） 。 こ れ に よ り 、 超 硬 ド リ ル ２ １ と 被 加 工 物 １ ５ の 間 で 放 電 が 生 じ 、 被 加 工
物 １ ５ が 放 電 加 工 さ れ る （ Ｓ １ ４ ） 。 こ の 時 、 Ｚ 軸 モ ー タ ８ は 、 一 旦 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 被 加 工 物 １ ５ が 放 電 加 工 さ れ る こ と に よ り 、 超 硬 ド リ ル ２ １ と 被 加 工 物 １ ５ と の
距 離 が 変 わ る の で 、 再 度 、 Ｚ 軸 モ ー タ ８ を 駆 動 さ せ て 、 前 述 し た よ う に 、 放 電 が 発 生 す る
距 離 ま で 超 硬 ド リ ル ２ １ を 移 動 さ せ て 加 工 を 行 う （ Ｓ １ ６ ） 。 こ れ を 繰 り 返 し 行 う こ と で
、 被 加 工 物 １ ５ に 放 電 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 放 電 加 工 後 、 第 １ 電 極 接 続 部 ７ 及 び 第 ２ 電 極 接 続 部 １ ３ に 印 加 し て い た 電 圧 を 止 め
る 。 こ の 時 、 θ 軸 モ ー タ ４ は 駆 動 さ せ 続 け て 、 Ｚ 軸 モ ー タ ８ を 再 度 駆 動 さ せ て 、 超 硬 ド リ
ル ２ １ を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 被 加 工 物 １ ５ に ド リ ル 加 工 を 行 う （ Ｓ １ ７ ） 。 こ の ド リ
ル 加 工 は 、 先 に 放 電 加 工 に よ り 加 工 し た 穴 を 下 穴 と し て 用 い て 加 工 を 行 う の で 、 ド リ ル 加
工 時 に 生 じ る ド リ ル の 振 れ を 抑 え る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 高 速 に 穴 の 加 工 を す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 部 品 加 工 を 行 う ド リ ル 加 工 に お い て 、 超 硬 ド リ ル ２ １ の 径
を 替 え る こ と に よ り 、 必 要 な 加 工 の サ イ ズ に 簡 単 に 対 応 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施
の 形 態 で は 、 工 具 に 超 硬 ド リ ル ２ １ を 用 い て 説 明 を 行 っ た が 、 超 硬 ド リ ル 以 外 の 導 電 性 材
料 の ド リ ル で も 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 物 に 微 細 形 状 と す る 複 合 加 工 に よ り 高 精 度
、 か つ 高 速 に 部 品 の 加 工 を 行 う こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 加 工 装 置 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 部 品 加 工 装 置 を 用 い る 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 従 来 の 部 品 加 工 装 置 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 従 来 の 部 品 加 工 装 置 を 用 い る 加 工 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 放 電 ロ ッ ド
２ 　 プ ー リ ー
３ 　 ベ ル ト
４ 　 θ 軸 モ ー タ
５ 　 Ｖ 型 軸 受
６ 　 鋼 球
７ 　 第 １ 電 極 接 続 部
８ 　 Ｚ 軸 モ ー タ
９ 　 Ｚ 軸 ガ イ ド
１ ０ 　 本 体 ベ ー ス
１ １ 　 Ｘ － Ｙ ス テ ー ジ
１ ２ 　 加 工 槽
１ ３ 　 第 ２ 電 極 接 続 部
１ ４ 　 被 加 工 物 保 持 部
１ ５ 　 被 加 工 物
２ １ 　 超 硬 ド リ ル
２ ２ 　 偏 芯 カ ム
２ ３ 　 ギ ヤ
２ ４ 　 工 具 ユ ニ ッ ト ベ ー ス 部 品
２ ５ 　 工 具 ユ ニ ッ ト
２ ６ 　 シ ャ フ ト
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２ ７ 　 リ ニ ア ブ ッ シ ュ
２ ８ 　 工 具 ユ ニ ッ ト 高 さ 調 節 ネ ジ
３ ０ 　 本 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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